
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

医療機関の施設の拡充整備、不足する設備の整備などにより、身近で適切な医療が受けられるよう医療提供体制整備、医療の地域間格
差解消等を図るため、医療機関の整備計画、要望に応じて実施していく。

目標に対
する成果
の状況

ア）について、有床診療所等スプリンクラー設備整備に関する事業が２事業、国から採択されなかった。
このほかは、全て計画どおり医療機能の分担や充実に必要な施設整備について、財政的な支援を行うことができた。

 概算事業費（B（A）+C） 51,978 157,770 409,954

1,583 1,583

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

概　算
人件費

0.2 0.2 0.2

1,655

50,323 156,187

1,890 6,873

ア）医療施設等施設整備事業

施設・設備整備を
行う事業者数

ア）医療機能の分担、医療施設の環境改善のために施設の整備が必要である。
イ）医療機能の充実のために設備の導入が必要である。

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

54,658 200,053

補正予算 -187,278 -50,813

前年度繰越

259,731 408,371

合計（A) 56,548

Aの
財源

208,918 408,371

0 1,992 0

408,371

合計 259,731 156,187

直接 1,793 0

医療施設として必要な設備整備を行う４事業者(４施
設）に対し補助した。

9,949

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

　医療機関の施設の拡充整備、不足する設備の充実整備などにより、身近で適切な医療が受けられるよう医療提供体制整備、医療の地
域間格差解消等を図る。
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施策の総合的展開
6-1　健康で長生きできる地域づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

12施設

事業番号 05 02 06 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 医療対策費　施設・設備整備事業 担
当
課

部局 健康福祉部

課・局・室 医療推進課

４　医療施策の充実 実施期間 不明 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

ア）厚生労働省補助事業「医療提供体制施設整備交付金」、「医療施設等施設整備費補助金」イ）厚生労働省補助事
業「医療提供体制推進事業費補助金」、「医療施設等設備整備費補助金」、長野県補助事業「医療提供体制設備整
備補助金」

総合５か年
計画

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績

14施設 12施設 未達成5施設

29年度

当初予算 243,826

成果目標の達成状況

項目 H26末

8施設

施策展開

施設・設備の整備を行う事業者（医療機関）からの要望に基づき、財政支援を行う。
施設・設備整備を行う施設数　14施設（施設整備10施設、設備整備４施設）。

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果

16,940 17,714

達成状況

補助
医療施設として必要な施設整備を行う9事業者(8施設）
に対し補助した。

249,782 137,454 390,657

H27事業確定に伴う国庫返還金 0

イ）医療施設等設備整備事業 補助

408,371


